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こ
れ
ま
で
に
、
ど
の
よ
う
な
人
と

の
出
会
い
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
人

の
人
生
は
、
ど
の
よ
う
な
人
と
出
会

う
こ
と
が
出
来
た
の
か
、
ま
た
、
そ

の
人
と
の
出
会
い
を
自
分
が
ど
う
捉

え
た
の
か
で
、
人
生
の
築
き
が
大
き

く
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

私
に
は
、
こ
の
人
と
出
会
う
こ
と
が
で
き

て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
う
人
た
ち
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
新
潟
大
学
教
育
学
部
在
学
中

に
も
人
生
を
大
き
く
左
右
す
る
貴
重
な
出
会

い
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
礼
儀
と
恩
義
、

社
会
人
と
し
て
の
常
識
等
、
厳
し
く
指
導
い

た
だ
い
た
研
究
室
の
教
授
。
そ
の
教
え
が
あ

れ
ば
こ
そ
、
今
の
自
分
が
あ
る
と
深
く
感
謝

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
学
の
同
期
の
大
半

は
、
志
を
同
じ
く
し
て
教
師
と
な
り
、
今
で

も
切
磋
琢
磨
し
、
支
え
励
ま
し
て
く
れ
る
唯

一
無
二
の
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
昨
年
の
夏
、
卒
業
し
て
か
ら
十
年
ぶ
り

の
教
え
子
と
の
同
窓
会
が
あ
り
ま
し
た
。
集

ま
っ
た
人
数
は
二
十
人
に
も
満
た
な
い
も
の

で
し
た
が
、
そ
の
内
三
人
も
教
師
を
目
指
し

頑
張
っ
て
い
る
子
が
い
た
こ
と
に
、
大
き
な

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
子
の
将
来
の
選

択
に
ど
れ
程
の
影
響
を
与
え
た
の
か
は
、
あ

え
て
記
述
い
た
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
少
な

か
ら
ず
教
師
と
な
っ
た
か
ら
に
は
、「
私
も

こ
ん
な
先
生
に
な
り
た
い
。」
と
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
存
在
で
あ
り
た
い
と
日
々
精

進
し
て
お
り
ま
す
。

�

（
副
広
報
部
長　

保
坂
章
夫
）

　

日
ご
ろ
よ
り
同
窓
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
の

お
蔭
で
、
平
成
二
十
九
年
度
に
計
画
し
た
諸

活
動
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
年
六
月
九
日
、
平
成
三
十
年
度

の
評
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
教
育
学
部
副

学
部
長
の
八
坂
剛
史
様
の
ご
臨
席
を
賜
り
、

本
年
度
の
活
動
の
重
点
や
各
部
の
活
動
、
予

算
案
等
を
承
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
皆
様
も
ご
存
じ
の
通
り
、
平
成
二

十
八
年
度
に
設
置
さ
れ
た
教
職
大
学
院
（
正

式
名
称
は
教
育
学
研
究
科
）が
三
年
目
を
迎
え
、

初
め
て
の
修
了
生
が
現
場
に
戻
り
活
躍
し
て

い
ま
す
。
同
窓
会
は
、
こ
れ
ま
で
設
置
や
運
営

に
つ
い
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
も
維
持
・
継
続
・
発
展
の
た
め
の
支
援

を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
教
育
学
部
同
窓
会
の
会
則
を
見

母
校
の
教
員
養
成
改
革
を
見
据
え
て

会
長
　
臼
杵
　
勇
人

直
し
、教
職
大
学
院
（
以
下
、教
育
学
研
究
科
）

生
も
同
窓
会
会
員
と
す
る
こ
と
、
ま
た
予
算

の
面
で
も
支
援
で
き
る
体
制
を
構
築
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
を
評
議
会
で
提
案
し
、
承

認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
予
算
面
で
は
教
育
学
研
究
科
の
研

究
助
成
と
し
て
八
十
万
円
の
拠
出
を
新
た
に

設
け
ま
し
た
。
新
潟
県
、
新
潟
市
の
教
育
界

を
リ
ー
ド
す
る
優
秀
な
教
員
養
成
に
尽
力
願

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

八
坂
副
学
部
長
様
か
ら
、
平
成
三
十
一
年

度
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
定
員
十
五
名
か
ら
二
十

名
に
増
や
す
こ
と
、
増
え
る
五
名
は
、
教
育

学
部
卒
業
生
か
ら
募
集
す
る
こ
と
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ま
す
ま
す
教
育
学
研

究
科
の
充
実
・
発
展
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

ま
た
、
教
育
学
部
の
状
況
で
は
、
教
員
養

成
改
革
が
推
し
進
め
ら
れ
、
卒
業
生
の
五
十

パ
ー
セ
ン
ト
が
教
員
採
用
検
査
合
格
と
い
う

使
命
を
果
た
す
こ
と
を

目
指
す
そ
う
で
す
。
そ

の
た
め
小
学
校
教
員
養

成
を
充
実
さ
せ
、
四
十

人
の
推
薦
枠
を
小
学
校

教
員
希
望
に
特
化
し
た

募
集
に
変
え
て
い
く
な

ど
の
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

　

道
徳
の
教
科
化
、
小
学
校
の
外
国
語
活
動
・

英
語
導
入
、
特
別
支
援
教
育
の
充
実
な
ど
、

卒
業
生
や
修
了
生
が
教
育
学
部
や
教
育
学
研

究
科
で
学
ん
だ
こ
と
が
即
、
現
場
で
実
戦
で

き
る
、
即
戦
力
に
な
れ
る
教
員
の
養
成
が
実

現
で
き
る
よ
う
同
窓
会
と
し
て
も
支
援
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
是
非
と
も
皆
様
に

ご
協
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
三
つ
お
願

い
し
ま
す
。
一
つ
目
は
、「
同
窓
生
の
集
い
」

へ
の
参
加
で
す
。
元
新
潟
市
立
小
学
校
長
の

橋
本
定
男
様
か
ら
御
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

お
土
産
に
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も

検
討
し
て
い
ま
す
。
二
つ
目
は
、「
組
織
の
充

実
と
強
化
」
で
す
。
支
部
活
動
や
学
科
の
集
い
、

同
期
の
集
い
へ
の
助
成
を
充
実
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。三
つ
目
は
、「
広
報
活
動
の
充
実
」

で
す
。
教
育
新
報
を
は
じ
め
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
活
用
を
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。「
会
員
相
互
の
親
睦
と
資
質
向
上
を
図
り
、

母
校
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
」
を
目
的
と

し
た
同
窓
会
も
六
十
三
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

母
校
が
よ
り
充
実
発
展
し
て
い
け
る
よ
う
、

本
年
度
も
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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六
月
九
日
（
土
）、
新
潟
教
育
会
館
を
会

場
に
、
新
潟
大
学
教
育
学
部
副
学
部
長
、
八

坂
剛
史
様
、
顧
問
の
斎
藤
寿
一
郎
様
、
安
達

徹
様
を
来
賓
に
迎
え
、
同
窓
会
の
評
議
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

評
議
会
で
は
、
平
成
二
十
九
年
度
の
会
務

報
告
・
決
算
報
告
が
あ
り
、
平
成
三
十
年
度

の
本
部
役
員
が
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
、
平

成
三
十
年
度
の
活
動
の
重
点
と
各
専
門
部
の

活
動
報
告
・
活
動
計
画
、
予
算
案
の
提
案
が

あ
り
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
承
認
の
運
び

と
な
っ
た
。

　

冒
頭
、
臼
杵
勇
人
会
長
か
ら
、
教
職
大
学

院
（
以
下
正
式
名
称
：
教
育
学
研
究
科
）
を

修
了
し
た
教
員
が
現
場
に
戻
っ
て
活
躍
し
て

い
る
と
い
う
報
告
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
教
育
学
部
同
窓
会
と
し
て
、
教
育

学
部
や
教
育
学
研
究
科
の
教
員
養
成
改
革
の

方
向
性
を
見
極
め
、
三
年
目
を
迎
え
た
教
育

学
研
究
科
に
助
成
金
を
予
算
計
上
す
る
な
ど
、

よ
り
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
が
示
さ

れ
た
。

　

続
い
て
、
八
坂
剛
史
副
学
部
長
か
ら
、
祝

辞
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
中
で
教
育
学
部
の

近
況
報
告
と
い
う
形
で
三
点
述
べ
ら
れ
た
。

　

一
つ
目
は
、
昨
年
度
か
ら
作
成
し
て
い
た

教
職
課
程
認
定
の
書
類
を
文
部
科
学
省
に
提

出
し
、
再
課
程
認
定
申
請
に
向
け
て
引
き
続

き
作
業
を
進
め
て
い
る
こ
と
。

　

二
つ
目
は
、
教
育
学
研
究
科
が
独
立
大
学

院
と
な
り
、
研
究
科
長
を
設
け
た
こ
と
。
ま

た
、
来
年
度
に
向
け
て
募
集
定
員
を
学
部
か

ら
五
人
増
や
し
て
二
十
人
と
し
、
教
育
実
践

コ
ー
ス
に
お
い
て
教
科
教
育
分
野
と
特
別
支

援
教
育
分
野
を
新
た
に
設
け
る
拡
充
計
画
を

進
め
て
い
る
こ
と
。

　

三
つ
目
は
、
教
育
学
部
の
定
員
二
二
〇
人

の
う
ち
の
四
十
人
の
推
薦
枠
を
小
学
校
の
み

と
し
、
小
学
校
を
重
視
し
た
教
員
養
成
課
程

を
拡
充
し
て
い
く
こ
と
。

評
議
会
の
報
告

　

近
況
と
と
も
に
教
員
養
成
改
革
の
展
望
が

示
さ
れ
、
祝
辞
を
締
め
く
く
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
会
長
か
ら
平
成
三
十
年
度
の
活

動
の
重
点
が
示
さ
れ
た
。

三
十
年
度
　
活
動
の
重
点

一　
「
同
窓
生
の
集
い
」
の
充
実

　

・
内
容
を
講
演
会
と
す
る
。

　

・
学
科
を
中
心
と
し
た
絆
強
化
の
機
会
と

　
　

す
る
。

　

・
で
き
る
だ
け
大
勢
の
参
加
を
目
標
に
、

　
　

講
師
、
会
場
、
時
期
を
検
討
す
る
。

二　

広
報
活
動
の
充
実

　

・
よ
り
親
し
ま
れ
る
「
教
育
新
報
」
を
目

　
　

指
し
、
内
容
の
充
実
を
図
る
。
学
部
と

　
　

の
連
携
の
観
点
か
ら
、
学
部
の
状
況
、

　
　

教
官
、
教
育
学
研
究
科
等
の
情
報
も
掲

　
　

載
す
る
。

　

・
会
員
の
情
報
提
供
及
び
情
報
交
換
の
場

　
　

と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
を
図

　
　

る
。

三　

組
織
の
充
実
と
強
化

　

・
県
外
の
同
窓
生
同
士
の
つ
な
が
り
を
支

　
　

援
す
る
。（
同
期
の
会
へ
の
補
助
）

　

・
各
部
の
事
業
や
各
学
科
・
支
部
の
活
動

　
　

を
基
に
、
会
員
の
帰
属
意
識
の
向
上
を

　
　

図
る
。

四　

大
学
と
の
連
携

　

・
教
員
養
成
改
革
の
方
向
性
に
合
わ
せ
て

　
　

母
校
の
発
展
の
た
め
の
助
言
や
支
援
方

　
　

法
を
検
討
す
る
。

　

・
教
育
学
研
究
科
の
維
持
・
継
続
・
発
展

　
　

の
た
め
の
支
援
を
推
進
す
る
。

　

・
学
生
へ
の
支
援
並
び
に
学
部
教
官
の
同

　
　

窓
会
活
動
へ
の
参
加
を
働
き
か
け
る
。

　

・
学
部
と
連
携
し
て
「
カ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ム

　
　

デ
ィ
」
を
開
催
し
、
教
官
と
の
情
報
交

　
　

換
と
絆
づ
く
り
を
と
お
し
て
、
同
窓
生

　
　

と
し
て
の
帰
属
意
識
を
喚
起
す
る
。

五　

全
学
同
窓
会
と
の
連
携

　

・
平
成
三
十
年
度
の
全
学
同
窓
会
交
流
会

　
　

へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
。

　

・「
新
潟
大
学
カ
ー
ド
」
の
周
知
を
図
り
、

　
　

加
入
者
・
利
用
者
を
図
る
。

　

・
全
学
同
窓
会
賛
助
会
費
の
周
知
を
図
る
。

�

（
文
責　

島
垣　
　

武
）

祝辞　八坂剛史　副学部長

評議会の様子
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平
成
三
十
年
度 

　
専
　
門
　
部
　
活
　
動
　
計
　
画

部
長　

渡
辺
　
真
也

一
　
研
修
部
活
動
計
画

　

研
修
部
で
は
、
同
窓
生
が
親
睦
を
深
め
る

と
と
も
に
自
己
の
人
間
的
な
資
質
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
に
本
年
度
事
業
を
以
下
の
よ
う

に
計
画
い
た
し
ま
し
た
。
多
数
の
皆
様
の
参

加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
　
事
業
内
容

「
第
四
十
五
回
　
同
窓
生
の
集
い
」

・
期　

日　
　

九
月
二
十
九
日
（
土
）

・
会　

場　
　

ア
ー
ト
ホ
テ
ル
新
潟

　
　
　
　
　
　

新
潟
駅
南
口
直
結

・
講
演
会

�

（
二
時
十
五
分
～
三
時
四
十
五
分
）

　
「
ド
ラ
マ
を
つ
く
る

　
　

～
教
育
実
践
、特
別
活
動
の
醍
醐
味
～
」

　
　

�

講
演
会
と
い
う
よ
り
「
寄
席
」
の
よ
う

な
楽
し
い
お
話
で
す

・
講　

師　
　

橋
本　

定
男　

様

　
　
　

�

新
潟
薬
科
大
学　

非
常
勤
講
師

・
懇
親
会　
　
（
四
時
～
六
時
）

　

申
込
等
詳
細
は
十
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

部
長　

永
井
　
高
志

一�

　
カ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ム
デ
ィ
の
開
催

　
　
平
成
三
十
年
八
月
二
十
五
日
（
土
）

　
　

懇
親
会
を
通
し
て
、
卒
業
生
・
修
了
生

　

の
現
在
の
状
況
や
学
部
・
教
育
学
研
究
科

　

へ
の
要
望
、
同
窓
会
活
動
へ
の
提
言
等
に

　

つ
い
て
情
報
交
流
を
行
う
。

二�

　
新
潟
大
学
教
育
学
部
教
職
員
と
同
窓
会

役
員
と
の
「
懇
談
会
・
懇
親
会
」
の
開
催

　
　

学
部
と
現
場
の
双
方
の
現
状
を
報
告
し

　

要
望
を
述
べ
合
い
な
が
ら
交
流
を
深
め
、

　

意
思
の
疎
通
を
図
る
。

　

○
大
学
学
部
・
教
育
学
研
究
科
の
現
状
と

　
　

主
な
取
組

　

○
卒
業
生
・
修
了
生
の
就
職
状
況
と
現
場

　
　

と
の
連
携

　

○
同
窓
会
活
動
へ
の
提
言　
　
　
　

等

三�

　
各
種
教
育
関
係
機
関
、
他
団
体
等
と
の

連
携
の
促
進

　
　

全
学
同
窓
会
主
催
の
「
新
潟
大
学
全
学

　

同
窓
会
交
流
会
・
懇
談
会
」
へ
の
参
加
を

　

促
す
。

　

交
流
部
は
、
本
年
度
、
カ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ム

デ
ィ
の
持
ち
方
に
工
夫
を
加
え
、
充
実
し
た

も
の
と
な
る
よ
う
企
画
し
ま
し
た
。　
　

部
長　

内
木
　
正
宏

一�

　
活
動
の
重
点

（
一
）
学
部
及
び
学
科
部
と
の
連
携
を
図
り
、

　
　
　

会
員
の
連
帯
意
識
の
高
揚
に
努
め
る
。

（
二
）
準
会
員
（
永
年
会
員
と
な
る
学
生
）

　
　
　

と
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
、
同
窓
会

　
　
　

活
動
へ
の
理
解
を
得
る
よ
う
に
努
め
る
。

（
三
）
支
部
等
の
組
織
の
改
編
に
向
け
た
諸

　
　
　

活
動
の
検
討
を
継
続
し
て
行
う
。

二�

　
活
動
の
内
容

（
一
）
支
部
長
会
の
開
催

　
　

①
日　

時　

平
成
３
０
年
６
月
９
日（
土
）

　
　

②
会　

場　

新
潟
教
育
会
館
会
議
室

　
　

③
内　

容　

支
部
の
状
況
、
情
報
交
換
、

　
　
　

支
部
の
集
い
の
開
催
、
会
費
の
納
入

（
二
）
学
科
代
表
者
会
の
開
催

　
　

①
日　

時　

平
成
３
０
年
６
月
９
日（
土
）

　
　

②
会　

場　

新
潟
教
育
会
館
相
談
室

　
　

③
内　

容　

学
科
の
状
況
、
情
報
交
換
、

　
　
　

各
学
科
の
集
い
の
開
催
、
会
費
納
入

　
　

※
評
議
会
終
了
後
、
学
科
代
表
者
会
と

　
　
　

支
部
長
会
を
同
時
時
程
で
別
室
に
て

　
　
　

開
催
す
る
。

三�

　
そ
の
他

（
一
）
教
職
退
職
者
へ
の
対
応

　
　

・
事
務
局
と
連
携
し
て
、
継
続
の
意
思

　
　
　

を
確
認
す
る
活
動
を
進
め
る
。

（
二
）
学
部
入
学
生
、
学
部
卒
業
生
へ
の
対
応

　
　

・
事
務
局
と
連
携
し
て
、
入
学
生
に
は

　
　
　

同
窓
会
の
理
解
を
得
る
活
動
、
卒
業

　
　
　

生
に
は
、
永
年
会
員
の
確
認
（
連
絡

　
　
　

先
等
）
の
活
動
を
進
め
る
。

（
三
）
検
討
事
項

　
　

・
支
部
組
織
の
再
編
（
生
活
根
拠
地
を

　
　
　

基
盤
と
し
た
支
部
組
織
へ
の
移
行
）

　
　
　

及
び
見
直
し
を
進
め
る
。

　
　

・
県
外
支
部
の
支
援
を
見
据
え,

対
応

　
　
　

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
。

　
　

・
同
窓
会
組
織
の
再
編
に
つ
い
て

　
　
　
（
学
部
生
の
減
少
と
教
職
大
学
院
の

　
　
　

関
係
）
検
討
す
る
。

　
　

・
教
職
以
外
の
職
に
就
い
た
卒
業
生
へ

　
　
　

の
対
応
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

◆
　
研
　
修
　
部
　
◆
◇
◆
◇
◆

◆
　
広
　
報
　
部
　
◆
◇
◆
◇
◆

◆
　
組
　
織
　
部
　
◆
◇
◆
◇
◆

◆
交
　
流
　
部
◆
◇
◆
◇
◆

部
長　

本
間
ア
ユ
子

一
　
基
本
方
針

　

○�

同
窓
会
の
活
動
や
会
員
、
大
学
等
の
様

子
を
積
極
的
に
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り

同
窓
会
の
士
気
を
高
め
る
。

　

○�

大
学
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
密
に
し
た

広
報
活
動
の
推
進
を
図
る
。

二
　
活
動
内
容
の
概
要

　
　
「
教
育
新
報
」
年
間
二
回
発
行

　

○�

第
一
七
五
号
（
七
月
二
十
日
発
行
予
定

巻
頭
言
、
花
鳥
風
月

　
　

評
議
会
の
報
告

　
　

三
十
年
度
専
門
部
動
計
画

　
　

支
部
・
学
科
代
表
者
会
の
報
告　

本
部

　
　

役
員
、
支
部
長
、
学
科
代
表
一
覧

　
　

二
十
九
年
度
決
算
報
告

　
　

三
十
年
度
予
算

　
　

教
職
大
学
院
の
三
年
目

　
　

大
学
教
官
の
異
動
及
び
大
学
の
コ
ー
ナ
ー

　
　
「
同
窓
生
の
集
い
」
の
広
報

　

○
第
一
七
六
号（
二
月
二
十
日
発
行
予
定
）

　
　

巻
頭
言
、
花
鳥
風
月

　
　
「
同
窓
生
の
集
い
」
の
報
告

　
　

学
校
紹
介
（
小
・
中
・
特
別
支
援
学
校
）

　
　
「
カ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ム
デ
ィ
」
報
告

　
　

三
十
年
度
会
務
報
告

　
　

全
学
同
窓
会
交
流
会
の
報
告

　
　

学
科
や
支
部
の
活
動
紹
介

　
　

大
学
教
官
と
の
懇
談
会
の
報
告　

　
　

大
学
の
コ
ー
ナ
ー

　
　

会
員
の
広
場

三
　
お
　
願
　
い

　

○�

情
報
提
供
や
原
稿
執
筆
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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支
部
・
学
科
代
表
者
会
の
報
告

　

平
成
三
十
年
六
月
九
日
（
土
）、
評
議
員

会
に
引
き
続
き
、
十
五
時
か
ら
新
潟
教
育
会

館
に
お
い
て
、
支
部
長
会
、
学
科
代
表
者
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
両
会
は
、
別
室
に
て
同
時
に
行
い

ま
し
た
。
以
下
、
会
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
支
部
長
会
　

　

三
十
四
支
部

中
十
五
支
部
の

支
部
長
が
出
席

さ
れ
、
瀬
藤
雄

二
副
会
長
の
挨

拶
の
後
、
一
言

ず
つ
支
部
の
現

況
や
問
題
点
を

話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
会
員
名
簿
作
成
や
年
会
費
納

入
な
ど
、
支
部
内
の
各
校
・
機
関
の
幹
事
の

動
き
を
支
部
長
が
把
握
で
き
ず
に
、
大
変
困

っ
て
い
る
と
い
う
話
が
出
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

情
報
交
換
の
場
で
は
、
今
後
の
解
決
策
と
し

て
、
事
務
局
に
対
し
次
の
要
望
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

・
こ
れ
ま
で
、
三
月
に
各
校
・
機
関
の
幹
事

宛
て
に
出
さ
れ
て
い
た
「
同
窓
会
会
員
名
簿

の
提
出
」
の
依
頼
文
書
は
、
四
月
に
な
っ
て

か
ら
、
新
支
部
長
の
名
簿
一
覧
と
と
も
に
配

付
す
る
。
ま
た
、
支
部
長
に
は
、
前
年
度
の

支
部
内
の
名
簿
を
送
付
す
る
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
年
度
末
の
異
動
時
の
混
乱
が
避
け
ら

れ
、
幹
事
か
ら
事
務
局
や
支
部
長
へ
の
報
告

が
確
実
に
な
る
。
ま
た
、
期
日
ま
で
に
報
告

が
な
い
幹
事
に
対
し
て
支
部
長
か
ら
催
促
し

や
す
く
な
る
。

・
こ
れ
ま
で
、
各
校
・
機
関
の
会
員
名
簿
は
、

幹
事
か
ら
直
接
事
務
局
に
送
付
さ
れ
る
だ
け

だ
っ
た
の
で
、
支
部
長
に
も
送
付
す
る
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
、
評
議
員
会
ま
で
に
、
支
部

内
の
各
校
・
機
関
の
状
況
を
事
務
局
と
支
部

長
が
情
報
共
有
で
き
る
。

・
こ
れ
ま
で
、
各
校
・
機
関
の
年
会
費
納
入

状
況
は
、
事
務
局
し
か
把
握
し
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
幹
事
か
ら
支
部
長
に
「
振
込
払
込

請
求
書
兼
受
領
証
」
の
写
し
や
振
込
者
の
名

簿
の
写
し
を
送
付
す
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

九
月
末
ま
で
に
、
支
部
内
の
各
校
・
機
関
の

納
入
状
況
を
事
務
局
と
支
部
長
が
情
報
共
有

で
き
る
。
ま
た
、
期
日
ま
で
に
納
入
が
な
い

幹
事
に
対
し
て
支
部
長
か
ら
催
促
し
や
す
く

な
る
。

　

今
後
改
善
を
図
り
、
同
窓
会
名
簿
作
成
や

年
会
費
の
納
入
に
向
け
、
支
部
長
と
事
務
局

が
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
務
局
か
ら
は
、
支
部
研
修
会
や

講
演
会
等
へ
の
各
種
支
部
助
成
金
を
大
い
に

活
用
し
て
ほ
し
い
、
該
当
す
る
か
ど
う
か
分

か
ら
な
い
時
に
は
連
絡
し
て
ほ
し
い
と
の
お

願
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
同
窓
会
は
よ
い
取
組
を
行
っ
て

い
る
の
で
、
会
員
に
積
極
的
に
周
知
し
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
学
科
代
表
者
会
　

　

学
科
代
表
者
会
は
、
十
三
名
の
参
加
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
各
科
か
ら
今
年
度
の
学
科
の

つ
ど
い
の
持
ち
方
や
日
程
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

卒
業
論
文
へ
の
指
導
、
研
究
会
の
開
催
を

積
極
的
に
行

い
、
学
科
と

し
て
の
絆
を

深
め
て
い
る

例
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

ど
の
科
に
も

言
え
る
こ
と

は
、
学
科
の

つ
ど
い
に
は

必
ず
大
学
の

先
生
を
お
呼
び
す
る
こ
と
か
ら
、
大
学
の
先

生
を
核
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
が
は
っ
き

り
し
ま
し
た
。
そ
の
反
面
、
大
学
の
先
生
が

不
在
に
な
り
、
学
科
そ
の
も
の
が
成
り
立
た

な
い
と
い
っ
た
例
や
、
学
部
改
編
の
た
め
に

卒
業
し
た
学
科
が
既
に
な
い
と
い
う
実
態
か

ら
、
科
と
し
て
ま
と
め
に
く
い
と
い
う
声
も

聞
か
れ
、
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

名
簿
に
関
し
て
は
、
現
在
の
方
式
（
永
年

会
員
）
で
会
員
の
獲
得
を
し
て
い
く
と
、
卒

業
時
に
は
会
報
を
個
別
に
郵
送
し
て
い
る
関

係
で
、
名
簿
が
で
き
に
く
い
の
で
は
と
い
う

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
事

務
局
よ
り
、
卒
業
時
に
は
各
学
科
に
代
表
者

を
一
人
任
命
し
て
い
る
の
で
、
そ
こ
を
手
掛

か
り
に
学
科
の
名
簿
を
作
成
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
方
策
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
部
の
改
編
や
小
学
校
教
員
養
成
を
重
視

す
る
と
い
う
お
話
か
ら
、
自
分
た
ち
の
学
科

も
や
が
て
絶
滅
危
惧
種
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
悲
痛
な
叫
び
も
出
ま
し
た
。
来
年

は
大
学
の
先
生
か
ら
も
学
科
代
表
者
会
に
臨

席
い
た
だ
き
、
生
の
声
を
聴
い
て
い
た
だ
こ

う
と
い
う
考
え
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
同
窓
会
と
し
て
、
力
強
く
今
の

教
育
学
部
を
応
援
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と

で
一
致
団
結
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

�

（
文
責　

内
木 

正
宏
）
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平成30年度　同窓会学科代表
学科名 学科代表 校名など

1 国 語 三村　孝志 川東中学校
2 地 理 羽田　雄偉 亀田小学校
3 歴 史 研 究 室 津野　治彦 亀田小学校
4 経 済 古井丸裕三 巻北小学校
5 哲 倫 清野　真輝 新潟小学校
6 社 会 土田　宏美 内郷小学校
7 算数（親話会） 岡村　秀一 小千谷小学校
8 数 学 橋谷田　登 亀田西中学校
9 物 理 茂呂　良彦 紫雲寺小学校
10 化 学 栗林　　操 三川小学校
11 生 物 緒方　　猛 新潟市教育委員会地域教育推進課
12 地 学 佐久間州彦 安野小学校
13 英 語 山賀　俶雄 県立直江津中等教育学校
14 音 楽 斎藤　　隆 両川中学校
15 美 術 永井　高志 越前小学校
16 保 健 体 育 須田　哲明 沼垂小学校
17 家庭（萌木会） 渡辺　祐子 自宅
18 職 業 指 導 松村　明彦 自宅
19 教 育 山岸　真夫 自宅
20 教 育 心 理 岡田　義則 新潟市教育委員会
21 技 術 渡邉　　勝 石山中学校
22 特別支援教育 鈴木　貴仁 附属特別支援学校
23 養教特別別科 熊木　紋子 高田特別支援学校白嶺分校
24 幼 児 教 育 近藤　和徳 新津第一小学校
25 学社ネットワーク 小柳加奈子 田上町役場
26 生 活 科 学 遠山麻依子 白根第一中学校
27 生活システム 大森　　山 糸魚川東中学校
28 健康スポーツ 大口　良平 大町小学校
29 書 道 岡村　　浩 新潟大学教育学部

平成３０年度　同窓会支部長
地域 番号 支 部 支部長 校名など
上越 1 上 越 関　　拓也 糸魚川東中学校

中越

2 長 岡 東 山本　俊介 中越教育事務所
3 長 岡 西 高桑　康博 大島小学校
4 三 条 五十嵐　晃 嵐南小学校
5 柏崎・刈羽 寺井　昌人 鯨波小学校
6 小 千 谷 西山　正樹 総合支援学校
7 加 茂 国本　　力 須田小学校
8 十日町・津南 庭野　紀元 川治小学校
9 見 附 吉田　孝則 見附小学校
10 燕 渋木　保之 粟生津小学校
11 魚 沼 高橋　栄子 小出小学校
12 南 魚 沼 大原　有喜 五十沢小学校
13 弥 彦 津端　則夫 弥彦中学校
14 田 上 浅野　哲司 田上小学校
15 湯 沢 野村　宏毅 湯沢中学校
16 出 雲 崎 吉田　順一 出雲崎小学校

下越

17 新 潟 北 小林　久哉 葛塚東小学校
18 新 潟 東 伊藤　紀幸 下山小学校
19 新 潟 中 央 渡邊　辰弘 万代長嶺小学校
20 新 潟 江 南 齋藤　裕子 早通小学校
21 新 潟 秋 葉 滝澤　　訓 荻川小学校
22 新 潟 南 椿坂　恭永 根岸小学校
23 新 潟 西 野瀬　浩司 黒埼南小学校
24 新 潟 西 蒲 永井　高志 越前小学校
25 新 発 田 亀倉　隆嘉 いじみの分校
26 村 上 鈴木　正美 村上小学校
27 五 泉 石田　雄介 巣本小学校
28 阿 賀 野 磯部　裕之 神山小学校
29 胎 内 天井　　弘 胎内小学校
30 聖 籠 佐藤　紹夫 蓮野小学校
31 阿 賀 栗林　　操 三川小学校
32 関 川 今井　　学 関川中学校
33 粟 島 浦 田巻　元子 粟島浦小学校

佐渡 34 佐 渡 坂井　一美 真野小学校

平成30年度　同窓会本部役員 〈任期は30〜31年度〉

役　　職 氏　　名 支部 校名など
会 長 　臼杵　勇人 新潟東 東区教育支援センター

副 会 長

　本間　正人 新潟東 中野山小学校
　石栗　美子 新発田 菅谷小学校
　水澤　玲子 新潟北 岡方第一小学校
　瀬藤　雄二 長岡西 大島小学校

事 務 局
　杉山　和敏

新潟西 教育同窓会事務局
　滝澤恵美子

専　
　
　
　
　
　

門　
　
　
　
　
　

部

研 修 部

◎渡辺　真也 新潟東 牡丹山小学校
○小泉　慎子 新潟中央 鏡淵小学校
　塚本　弓子 新潟中央 日和山小学校
　渡邊　祐哉 三 条 三条第一中学校

広 報 部

◎本間アユ子 新潟南 味方小学校
○保坂　章夫 新潟南 大鷲小学校
　島垣　　武 新潟西 中野小屋中学校
　若月　利春 新潟西蒲 漆山小学校
　國井恒太朗 新潟南 大鷲小学校

組 織 部

◎内木　正宏 新潟西 東青山小学校
〇小野　裕子 阿賀野 堀越小学校
　長沢　　剛 新潟北 木崎小学校
　樋口　大輔 新潟西蒲 曽根小学校
　加藤　雅晃 新潟東 桃山小学校

役　　職 氏　　名 支部 校名など

専
門
部
交 流 部

◎永井　高志 新潟西蒲 越前小学校
○小泉　浩彰 燕 燕市教育委員会
　古川　智子 新潟中央 鳥屋野小学校
　高橋　征也 新潟東 下山小学校
　八坂　剛史 大 学 新潟大学教育学部

監 事
　松野　孝雄 新潟西蒲 曽根小学校
　松井　裕美 新潟西蒲 和納小学校
　佐藤　文俊 新潟東 木戸中学校

顧 問

　中川　幸次 長岡東 自宅
　江口　直禎 新潟中央 自宅
　大関　雄策 新潟中央 自宅
　磯辺　浩昭 新発田 自宅
　藤井　保男 新潟東 自宅
　斎藤寿一郎 新潟東 自宅
　佐藤　重勝 新潟秋葉 自宅
　安達　　徹 新潟西蒲 新潟市立総合教育センター

新
潟
大
学
全
学
同
窓
会

理 事 　臼杵　勇人 新潟東 東区教育支援センター

運営委員

　里村　俊夫 新潟西蒲 自宅
　加藤　文子 新潟江南 自宅
　畠山　典子 新潟中央 新潟市立児童センター
　岡村　　浩 大 学 新潟大学教育学部

カード事業 　駒澤　一彦 新潟西 自宅
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大
学
教
官
の
異
動

　
　
　
　
　
　
　
　（
昨
年
の
七
月
以
降
）

◎
学
部
を
去
ら
れ
た
先
生

　

教　
　

授　

篠
田　

邦
彦

（
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
科
）

　
　
　

平
成
三
十
年
三
月
末
日　

定
年
退
職

　

准
教
授　

興
治　

文
子
（
理
科
）

　
　
　

平
成
三
十
年
三
月
末
日
転
出

　

講　
　

師　

佐
藤　

友
哉（
教
育
心
理
学
）

　
　
　

平
成
三
十
年
三
月
末
日
任
期
満
了

　

特
任
教
授　

高
橋　

雄
一

（
教
職
大
学
院
実
務
家
教
員
）

　
　
　

平
成
三
十
年
三
月
末
日
任
期
満
了

◎
新
し
く
お
い
で
に
な
っ
た
先
生

　

特
任
教
授　

川
端　

弘
実

（
教
職
大
学
院
実
務
家
教
員
）

　
　
　

平
成
三
十
年
四
月
一
日

　

准
教
授　

Carm
en H

annah

（
カ
ル
メ
ン  

ハ
ン
ナ
）（
英
語
科
）

　
　
　

平
成
三
十
年
六
月
一
日

平成29年度　一般会計決算報告

平成29年度　総合会計決算報告

１．収入の部� （▲は、予算に対して減）
項　　　目 29年度決算額 29年度予算額 増　　減 摘　　　　　　　　　　　要

１　繰　　入　　金 8,180,000 8,180,000 0 総合会計から繰入れ
２　雑　　収　　入 12 100 ▲88 銀行利息

合　　　計 8,180,012 8,180,100 ▲88

２．支出の部� （▲は、予算に対して減）
項　　　目 29年度決算額 29年度予算額 増　　減 摘　　　　　　　　　　　要

１　会　　議　　費 139,982 120,000 19,982 本部会、会計監査、評議会、役員会等（会場費、お茶代等）
２　旅　　　　　　費 242,100 250,000 ▲7,900 役員旅費、会員旅費
３　助　　成　　費 462,400 500,000 ▲37,600 学科助成、支部助成、同期の会助成
４　事　務　局　費 566,760 500,000 66,760 消耗費、電話代、光熱費、封筒印刷代、印刷紙代、送料等
５　研　　修　　費 266,732 400,000 ▲133,268 同窓生の集い企画運営費（会場費、講師謝礼、参加助成等）
６　広　　報　　費 1,430,481 1,400,000 30,481 機関紙発行代、発送代、ＨＰ更新手当、パンフ№８作成代
７　組　　織　　費 124,080 370,000 ▲245,920 名簿メンテナンス代、住所変更はがき印刷代
８　交　　流　　費 84,552 230,000 ▲145,448 学部との交流会企画運営費（会場費、参加助成等）
９　大学・学生支援費 1,694,332 1,450,000 244,332 研修会参加助成、卒業制作展助成、卒業祝賀会助成等、カレンダー作成
10　全 学 同 窓 会 費 609,200 1,000,000 ▲390,800 負担金、全学交流会助成、運営委員旅費等
11　渉 外 ・ 厚 生 費 131,600 100,000 31,600 附属校研究発表会等祝儀、新潟教育会館寄付等
12　人　　件　　費 1,742,000 1,740,000 2,000 事務局報酬２名
13　その他　予備費 60,576 120,100 ▲59,524 同窓会写真パネル代、ブラインド修理、タップコード等

合　　　計 7,554,795 8,180,100 ▲625,305

３．残高の部　8,180,012円－7,554,795円＝625,217円� ＊残金は平成29年度総合会計へ繰り出します。

１．収入の部� （▲は、予算に対して減）
項　　　目 29年度決算額 29年度予算額 増　　減 摘　　　　　　　　　　　要

１　繰　　越　　金 50,609,115 50,609,115 0 前年度繰越金
２　学校会員会費 3,095,752 3,200,000 ▲104,248 会費ー振込手数料　486校・3150名
３　個人会員会費 276,890 220,000 56,890 会費ー振込手数料　309名
４　永年会員会費 6,034,074 6,000,000 34,074 会費ー振込手数料　202名
５　繰　　入　　金 625,217 0 625,217 ＊一般会計への繰出金に残金が出た場合、年度末に繰入
６　雑　　収　　入 3,780 4,000 ▲220 銀行利息など

合　　　計 60,644,828 60,033,115 611,713

２．支出の部� （▲は、予算に対して減）
項　　　目 29年度決算額 29年度予算額 増　　減 摘　　　　　　　　　　　要

１　一般会計繰出金 8,180,000 8,180,000 0

３．残高の部　60,644,828円－8,180,000円＝52,464,828円� ＊残金は平成30年度総合会計に繰り越します。

＊２匹の猫ウェルダンとうさぎ
＊�教育学部の近くで、新潟カレッ
ジキャットサークルの学生さん
から可愛がられています。
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平成30年度　一般会計予算

平成30年度　総合会計予算

１．収入の部� （▲は前年度比較減）
項　　　目 30年度予算額 29年度予算額 増　　　減 摘　　　　　要

１　繰　　入　　金 8,630,000 8,180,000 450,000 総合会計から繰入れ
２　雑　　収　　入 0 100 ▲ 100

合　　　計 8,630,000 8,180,100 449,900

２．支出の部� （▲は前年度比較減）
項　　　目 30年度予算額 29年度予算額 増　　　減 摘　　　　　要

１　会　　議　　費 140,000 120,000 20,000 本部会、会計監査、評議会、役員会等
２　旅　　　　　　費 250,000 250,000 0 役員旅費、会員旅費
３　助　　成　　費 500,000 500,000 0 学科助成、支部助成、同期の会助成
４　事　務　局　費 600,000 500,000 100,000 消耗費、電話代、光熱費、封筒印刷代、印刷紙代、送料等
５　研　　修　　費 350,000 400,000 ▲ 50,000 同窓生の集い企画運営費等
６　広　　報　　費 1,500,000 1,400,000 100,000 機関紙発行・封入代、送料、パンフ№７作成
７　組　　織　　費 200,000 370,000 ▲ 170,000 名簿メンテナンス代、クリアファイルホルダー作製
８　交　　流　　費 150,000 230,000 ▲ 80,000 交流会企画運営費、カミングホームディの参加助成
９　大学・学生支援費 1,450,000 1,450,000 0 研究会バス助成、卒業制作展助成、卒業祝賀会助成等、カレンダー作成
10　全 学 同 窓 会 費 700,000 1,000,000 ▲ 300,000 負担金、全学交流会助成、運営委員旅費等
11　渉 外 ・ 厚 生 費 150,000 100,000 50,000 附属校研究発表会等祝儀、香典、会場借用費等
12　人　　件　　費 1,740,000 1,740,000 0 事務局報酬２名　　
13　教育学研究科助成 800,000 0 800,000 金額年度ごとに金額等の見直しをする。
14　その他　予備費 100,000 120,100 ▲ 20,100

合　　　計 8,630,000 8,180,100 449,900

１．収入の部� （▲は前年度比較減）
項　　　目 30年度予算額 29年度予算額 増　　　減 摘　　　　　要

１　繰　　越　　金 52,464,828 50,609,115 1,855,713 前年度繰越金
２　学校会員会費 3,000,000 3,200,000 ▲ 200,000 会費　- 振込手数料
３　個人会員会費 220,000 220,000 0 会費　- 振込手数料
４　永年会員会費 6,000,000 6,000,000 0 会費　- 振込手数料
５　繰　　入　　金 0 0 0 ＊一般会計への繰出金に残金が出た場合、年度末に繰入
６　雑　　収　　入 4,000 4,000 0 銀行利息など

合　　　計 61,688,828 60,033,115 1,655,713

２．支出の部� （▲は前年度比較減）
項　　　目 30年度予算額 29年度予算額 増　　　減 摘　　　　　要

１　一般会計繰出金 8,630,000 8,180,000 450,000
合　　計 8,630,000 8,180,000 450,000

◎
会
費
納
入
の
お
願
い

　

三
十
年
度
会
費
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

県
内
教
職
員
の
皆
様
は
、
学
校
・
機
関
単
位

で
の
入
金
と
な
り
ま
す
の
で
、
代
表
者
に
お

届
け
く
だ
さ
い
。

　

代
表
者
の
方
に
は
大
変
お
手
数
を
お
掛
け

し
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

個
人
会
員
の
方
に
は
、
個
別
に
振
込
用
紙

を
お
送
り
し
ま
す
。

◎
学
科
代
表
者
・
支
部
長
の
皆
様
へ

　

ご
都
合
が
つ
か
ず
、
評
議
会
に
出
席
で
き

な
か
っ
た
皆
様
に
助
成
金
を
送
り
ま
し
た
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
当
日
の
資
料

も
送
り
ま
し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
学
校
幹
事
の
皆
様
へ

　

今
年
度
、
実
践
研
究
等
の
発
表
会
開
催
を

予
定
し
て
お
り
ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

◎
全
学
同
窓
会
交
流
会
の
ご
案
内

　

今
年
も
講
演
会
と
懇
親
会
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

期
日
は
十
月
二
十
日
（
土
）、
会
場
は
Ａ

Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
す
。
懇
親

会
参
加
者
に
は
会
費
の
半
額
を
補
助
し
て
い

ま
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

事
務
局
だ
よ
り
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私
は
新
潟
大
学
教
職
大
学
院
（
学
校
経
営

コ
ー
ス
）
に
お
い
て
多
く
を
学
ん
だ
。
高
度

な
内
容
と
対
話
的
な
方
法
の
当
院
授
業
か
ら

得
ら
れ
た
知
見
を
現
場
に
て
実
践
し
、
省
察

を
行
う
。
そ
の
繰
り
返
し
よ
っ
て
成
長
し
た

二
年
間
で
あ
っ
た
。
そ
の
学
び
の
中
軸
が
課

題
研
究
で
あ
る
。
振
り
返
る
と
、
現
場
で
の

二
つ
の
実
習
は
、
実
践
と
省
察
の
繰
り
返
し

に
よ
り
学
び
が
充
実
す
る
大
切
な
機
会
で
あ

っ
た
。

一
　
学
校
経
営
シ
ャ
ド
ウ
イ
ン
グ
実
習

　

本
実
習
は
、
学
校
経
営
を
推
進
す
る
管
理

職
が
目
指
し
て
い
る
子
ど
も
・
学
校
・
地
域

の
姿
と
実
現
の
た
め
の
方
策
の
考
案
・
選
択
、

効
果
の
検
証
・
改
善
等
を
現
場
に
て
管
理
職

の
講
義
や
院
生
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
い

う
形
態
で
直
接
的
に
学
ぶ
も
の
で
あ
る
。
私

は
大
学
院
で
の
二
年
間
を
新
潟
市
立
浜
浦
小

学
校
二
年
生
担
任
と
し
て
学
び
を
進
め
た
。

学
級
に
て
指
導
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
校

長
の
意
図
や
動
向
の
把
握
は
容
易
で
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
可
能
な
限
り
機
会
を
見
付

け
、
質
問
等
を
実
施
し
た
。
回
答
か
ら
得
ら

れ
る
全
て
が
、
校
長
は
学
校
や
地
域
全
体
を

俯
瞰
し
て
考
え
て
い
る
こ
と
が
よ
く
理
解
で

き
た
。

二
　
学
校
経
営
課
題
達
成
実
習

　

私
は
実
習
校
の
学
校
教
育
目
標
に
お
い
て

徳
育
面
に
課
題
が
あ
る
と
捉
え
、
研
究
を
進

め
る
こ
と
と
し
た
。
学
校
課
題
解
決
の
た
め

に
、
実
習
で
は
職
員
が
互
い
に
学
び
合
い
高

め
合
う
機
会
を
設
定
し
た
。
徳
育
面
の
育
成

は
小
学
校
の
場
合
、
各
学
級
で
の
指
導
に
任

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
、
学
級
間
・

職
員
間
の
壁
を
乗
り
越
え
、
学
校
づ
く
り
や

子
ど
も
の
育
成
に
つ
い
て
、
対
話
を
通
し
て

検
討
し
て
い
く
会
議
を
考
え
た
の
で
あ
る
。

真
摯
に
取
り
組
む
実
習
校
職
員
が
会
議
を
通

じ
て
互
い
の
考
え
に
触
れ
、
各
自
が
新
た
な

学
び
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、

全
職
員
で
取
り
組
む
効
果
と
職
員
の
資
質
・

能
力
の
向
上
と
が
期
待
で
き
る
機
会
と
な
っ

た
。
本
実
習
か
ら
、
学
校
の
子
ど
も
を
育
て

る
こ
と
と
全
職
員
の
力
を
高
め
る
こ
と
と
は

一
体
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
。

　

紹
介
し
た
実
習
の
他
に
も
、
現
場
を
離
れ

当
院
で
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
校
の
存
在

意
義
や
私
自
身
が
考
え
る
教
育
観
を
改
め
て

捉
え
直
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、社
会
・

地
域
の
変
化
を
読
み
、
対
応
す
る
教
育
を
構

想
す
る
大
切
さ
を
理
解
し
た
。
さ
ら
に
、「
常

に
学
び
続
け
る
教
師
で
あ
れ
」
と
教
え
て
い

た
だ
い
た
二
年
間
で
も
あ
っ
た
。
二
年
間
の

学
び
は
、
私
の
教
職
人
生
に
お
い
て
大
事
な

転
機
で
あ
り
、
新
潟
の
教
育
の
一
助
に
な
り

た
い
と
再
自
覚
す
る
契
機
と
な
っ
た
。

　

同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
、
学

部
・
大
学
院
の
教
育
・
研
究
活
動
に
多
く
の

御
支
援
・
御
協
力
を
賜
り
、
篤
く
御
礼
を
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
度
末
を
も
っ
て
教
育
学
研

究
科
で
は
修
士
課
程
を
廃
止
し
、
今
年
度
か

ら
教
育
実
践
開
発
専
攻
単
独
の
研
究
科
（
教

職
大
学
院
）
と
し
て
再
出
発
し
ま
し
た
。
こ

の
た
め
今
年
度
四
月
か
ら
、
教
育
学
研
究
科

長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
共
に
「
学
び
続
け
る
教
師
」

　

こ
の
三
月
末
に
第
一
期
生
十
七
名
が
、
本

教
職
大
学
院
を
修
了
し
ま
し
た
。
十
三
名
の

現
職
教
員
院
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
・
教
育

委
員
会
等
に
お
い
て
新
た
な
役
割
を
担
い
、

ス
ク
ー
ル
・
リ
ー
ダ
ー
、
ミ
ド
ル
・
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
ま
た
四
名
の
学
部
卒
院
生
は
新
潟

県
内
外
の
小
中
学
校
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

修
了
生
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
教
職
大
学
院
で

の
学
び
の
経
験
を
踏
ま
え
、
学
校
現
場
の
教

育
課
題
に
向
き
合
い
、
共
に
学
び
続
け
る
強

い
意
志
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
ち
続
け
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

去
る
三
月
三
日
に
開
催
し
た
「
に
い
が
た

教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム 2018 in M

arch

」
の
講

教
職
大
学
院
二
年
間
の
学
び
を
終
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
市
立
江
南
小
学
校

　
藤
　
塚
　
静
　
治

「
学
び
続
け
る
教
師
」
を
支
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
大
学
大
学
院

教
育
学
研
究
科
長
　
宮
　
薗
　
　
　
衛

演
の
中
で
、
講
師
の
加
治
佐
哲
也
氏
は
、
高

度
専
門
職
と
し
て
の
教
員
に
は
学
び
続
け
て

自
己
成
長
を
は
か
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
、
そ
の
た
め
に
大
学
・
教
育
委
員
会
・
学

校
が
一
体
と
な
り
、
そ
れ
を
支
え
る
こ
と
の

必
要
性
を
説
か
れ
ま
し
た
。

　

本
教
職
大
学
院
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、

理
論
と
実
践
を
往
還
す
る
学
び
を
保
障
す
る

た
め
に
、
研
究
者
教
員
と
実
務
家
教
員
が
共

同
で
授
業
や
研
究
課
題
の
指
導
に
当
た
っ
て

い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
授
業
科
目
担

当
教
員
同
士
で
授
業
前
に
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
視
野
に
収
め
た
授
業
内
容
や

授
業
方
法
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
、「
計
画

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を
作
成
し
ま
す
。
授
業
実

施
後
に
は
、実
際
の「
実
施
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」

を
振
り
返
り
、
次
回
の
授
業
改
善
を
図
る
と

い
う
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
則
っ
た
授
業
改

善
シ
ス
テ
ム
の
中
で
授
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
課
題
研
究
で
も
、
教
員
が
共
同

で
、
院
生
の
研
究
指
導
に
向
き
合
い
、
対
話

を
通
し
て
共
に
学
び
高
め
合
う
営
み
を
続
け

て
い
ま
す
。
豊
か
な
時
間
が
流
れ
る
ひ
と
と

き
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

教
職
大
学
院
の
教
員
自
身
も
、
院
生
と
共

に
学
び
、
支
え
続
け
る
教
師
の
一
人
で
あ
る

こ
と
を
自
覚
し
て
、
日
々
臨
む
所
存
で
す
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「『
教
師
』
と
い
う
職
業
は
、
最
先
端
の
仕

事
で
あ
る
。」
―
―
こ
れ
は
、
学
部
授
業
の

初
回
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
私
が
学
生
に
伝
え
続
け

て
き
た
言
葉
で
す
。
教
師
は
、
目
の
前
の
子

供
た
ち
一
人
一
人
に
、
未
来
の
社
会
を
し
っ

か
り
と
生
き
て
い
け
る
力
を
育
成
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
、
教
職
は
未

来
に
先
ん
じ
た
仕
事
で
あ
り
、「
最
先
端
の

仕
事
」
と
い
え
ま
す
。

　

教
職
大
学
院
は
、
鳥
取
（
島
根
大
学
で
養

成
）
を
例
外
と
し
、
今
年
度
を
以
て
全
て
の

都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
質
的
充

実
期
を
迎
え
ま
す
。
新
潟
大
学
教
職
大
学
院

は
、
平
成
二
十
八
年
度
に
開
設
し
、
今
年
三

月
に
、
初
め
て
の
修
了
生
を
出
し
ま
し
た
。

感
無
量
の
思
い
で
、
十
七
名
、
一
人
一
人
に

修
了
証
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

以
下
、
本
稿
で
は
、
教
職
大
学
院
立
ち
上

げ
の
経
緯
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
述
べ
る

こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

一
　
修
士
課
程
の
歴
史
と
伝
統
の
上
に

　

新
潟
大
学
教
育
学
研
究
科
（
修
士
課
程
）

は
、
昭
和
五
十
九
年
に
設
置
さ
れ
、
現
職
教

員
の
履
修
体
制
と
し
て
大
学
院
設
置
基
準
第

十
四
条
の
特
例
の
活
用
を
図
り
、
一
年
目
は

フ
ル
タ
イ
ム
で
通
学
し
、
二
年
目
は
勤
務
し

な
が
ら
修
士
論
文
を
執
筆
す
る
方
式
を
採
用

し
、
教
員
の
資
質
向
上
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
年
に
は
、
現
職
教
員
対
象
の
「
一

年
制
履
修
コ
ー
ス
」（
教
育
実
践
開
発
コ
ー

ス
）
を
新
設
し
、
入
学
定
員
十
五
名
の
増
加

を
図
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
の
要
請

に
合
わ
せ
て
改
革
を
推
進
し
て
き
た
教
育
学

研
究
科
の
歴
史
と
伝
統
が
あ
っ
て
こ
そ
、
本

学
教
職
大
学
院
の
設
計
を
短
期
間
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
、
設
置
に
至
っ
た
経
緯
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
と
肝
に
銘
じ
て
い
ま
す
。

二
　
教
員
養
成
へ
の
期
待
と
夢
を
の
せ
て

　
「
教
育
は
国
家
百
年
の
大
計
な
り
」
と
申

し
ま
す
が
、
教
職
大
学
院
設
置
の
全
国
的
展

開
は
、
来
る
べ
き
人
口
減
少
社
会
の
現
実
に

鑑
み
た
時
、
必
然
で
あ
っ
た
と
私
は
考
え
て

い
ま
す
。
生
産
年
齢
人
口
が
激
減
し
て
い
く

中
で
、
一
人
一
人
に
社
会
の
担
い
手
と
し
て

の
資
質
・
能
力
を
培
う
こ
と
は
、
日
本
社
会

の
維
持
発
展
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
に
、
そ
の
よ
う
な
資
質
能
力
を

付
け
る
こ
と
の
で
き
る
力
の
あ
る
教
師
の
育

成
が
重
要
な
こ
と
は
論
を
待
ち
ま
せ
ん
。
教

職
大
学
院
設
置
後
、
専
任
の
先
生
方
と
、「
優

秀
な
教
員
と
は
ど
の
よ
う
な
資
質
能
力
を
備

え
た
教
員
の
こ
と
か
」「
有
能
な
管
理
職
は

ど
の
よ
う
に
し
て
育
成
可
能
か
」
に
つ
い
て
、

よ
く
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
う
簡
単
に
結
論

づ
け
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
確
実
に
言

え
る
こ
と
は
、「
い
ろ
い
ろ
な
人
と
関
わ
る

こ
と
の
で
き
る
人
間
力
」
を
有
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
よ
う
な
人
間
力
の
根

底
に
は
、「
今
現
に
生
き
て
あ
る
存
在
と
し
て
、

一
人
一
人
を
心
か
ら
尊
重
す
る
態
度
」
が
あ

り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
態
度
は
、
学
校

内
外
の
教
育
関
係
者
、
現
職
教
員
学
生
と
学

部
新
卒
学
生
、
実
務
家
教
員
と
研
究
者
教
員
、

年
齢
も
立
場
も
役
割
も
異
な
る
者
同
士
が
目

の
前
の
教
育
の
現
実
に
つ
い
て
語
り
合
う
こ

と
を
通
し
て
育
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
、

教
職
大
学
院
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
そ
の
期
待

と
夢
を
載
せ
ま
し
た
。
そ
の
期
待
と
夢
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
設
置
を
進
め
る
過
程
で
味

わ
っ
た
様
々
な
葛
藤
も
乗
り
越
え
る
こ
と
が

で
き
た
と
、
今
と
な
っ
て
は
懐
か
し
く
こ
の

四
年
間
を
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

三
　「
多
様
性
」
を
教
員
養
成
の
文
化
に

　

私
は
、
現
在
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
担
当
」

の
副
学
長
を
拝
命
し
て
い
ま
す
。
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
と
は
、「
多
様
性
」
の
意
で
す
が
、

本
学
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
理
念
と
し
て

「
性
別
、
年
齢
、
国
籍
、
障
が
い
の
有
無
な

ど
属
性
の
異
な
る
多
様
な
個
人
を
差
別
せ
ず

協
働
す
る
組
織
を
目
指
す
こ
と
。」
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
こ
の
理
念
は
、
ま
さ
に
、
学
校

教
育
の
場
で
実
現
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
す
。
教
員
養
成
を
預
か
る
私
達
教
員

教
職
大
学
院
立
ち
上
げ
の
経
緯
と
今
後
の
展
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
大
学
副
学
長
（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
学
研
究
科
副
研
究
科
長�

小
久
保
　
美
　
子

大
学
の
コ
ー
ナ
ー

集
団
に
お
い
て
は
何
を
か
況
や
で
す
。
自
分

と
異
な
る
考
え
を
も
つ
者
を
受
け
容
れ
る
こ

と
は
た
や
す
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
自

分
こ
そ
が
正
し
い
」
と
い
う
思
い
を
払
拭
し
、

他
者
の
意
見
に
謙
虚
に
耳
を
傾
け
る
姿
勢
が

な
く
て
は
、
考
え
の
異
な
る
他
者
と
協
働
す

る
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

　

新
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
コ
ン
テ
ン
ツ

ベ
ー
ス
」か
ら「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
ベ
ー
ス
」

へ
と
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
が
な
さ
れ
、
全
て
の

教
科
で
「
知
識
・
技
能
」「
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
等
」「
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
」

の
枠
組
み
で
内
容
が
構
成
し
直
さ
れ
ま
し
た
。

予
測
困
難
な
未
来
社
会
を
生
き
抜
く
に
は
、

課
題
解
決
の
た
め
に
、「
ど
の
よ
う
な
知
識

や
技
能
が
必
要
と
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ
ら
は

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
得
ら
れ
る
の
か
」
を
自

ら
に
問
い
、「
思
考
し
、
判
断
し
」「
行
動
に

移
す
（
表
現
す
る
）」
こ
と
の
で
き
る
資
質
・

能
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
自
ず
と
、
求
め
る

過
程
に
お
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
他
者
と
の

関
わ
り
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

次
年
度
か
ら
教
職
大
学
院
は
拡
充
を
予
定

し
て
お
り
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
は
ま
す
ま
す

進
み
ま
す
。
教
職
大
学
院
の
設
置
計
画
か
ら

運
営
に
至
る
こ
れ
ま
で
の
数
々
の
経
験
は
、

「
連
綿
と
続
く
日
々
の
営
み
の
中
で
関
わ
り

合
う
全
て
の
人
に
感
謝
を
も
っ
て
教
師
人
生

を
全
う
し
た
い
」
と
、
そ
ん
な
思
い
を
抱
か

せ
て
く
れ
ま
し
た
。「
改
革
」
と
い
う
貴
重

な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
へ
の
感

謝
を
込
め
、
今
後
の
教
職
大
学
院
の
発
展
を

祈
念
し
つ
つ
本
稿
を
閉
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。



教　育　新　報 （10）第175号平成30年７月20日


